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新潟県立看護大学看護研究交流センター 看護職学習支援部門 

 

Ⅰ．はじめに 

 平成 19年 11月～22年 3月まで，文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ

ログラム」の委託を受けて，「どこでもカレッジプロジェクト」として，潜在看護師や現職看

護師のリカレント学習を推進してきた．学びたい希望をもつ社会人が，場所を選ばずに自由

に学びなおすことのできる学習プログラムを用意し活動してきたが，平成 22 年 4 月からは，

この通称「どこカレ」（「ドコカレ」とはプロジェクトの略称です）事業を看護研究交流セン

ターの看護職学習支援部門の事業として引き継いでいる． 

 

Ⅱ．メイト 

 特にインターネット等で，このプログラムで学習を希望する方はメイトとして受講登録を

行っている．（メイトは仲間を意味する「Mate」から） 

 総登録者数は平成 24年 2月 17日現在 109人である． 

H22メイト登録者数 18 

H23メイト登録者数 32 

 

Ⅲ．ドコカレ通信の発行 

 インターネットにアクセスできないメイトもいることから，メイトさんとの相互コミュニ

ケーションを円滑に行うために紙媒体の「ドコカレ通信」を年 10 回定期刊行している．（資

料 1） 

 

Ⅳ．看護職とその周辺関連職種向け専門公開講座 

 表 1 に開催講座とその満足度を示す．満足度とはアンケート集計結果のうち，内容につい

て問う設問のうち，「非常によかった」「よかった」の数を集計し，回収数の中で割ったもの

である．概ね満足度が高い結果となった． 

今年度は模擬患者（SP）として活動しておられる佐伯氏（東京 SP 研究会）によるシミュ

レーション実習，フィジカルアセスメント演習では本学教員による実技演習やグループワー

クなど，座学だけではなく受講生の積極的な参加による講座を開催した．看護職の継続教育

としては，実践に即つながる演習や他施設スタッフとの意見交換，事例検討などが有意義で

あり参加者の満足度も高くなる傾向がある．今後もこのような講座形式の導入は有効である

と思われる． 

また，平成 24年度の老人看護 CNSコース開設に向けて専門看護師による活動実践紹介の

講座を開催し，非常に多くの参加者を得た．今後も大学院教育との連携を視野に入れた講座

の開催も考慮していきたい． 
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表 1 平成 23 年度開催専門公開講座 

No. 日時 講座名 講師 参加者数 満足度 

1 6月 18日(土) 
患者の立場から見た 

医療者の言葉の使い方 

東京 SP研究会 

代表 佐伯晴子 
99 92% 

2 
9月 13日(火) 看護情報処理セミナー 

（基本操作，統計処理等） 

新潟県立看護大学 

教授 橋本明浩 

助教 永吉雅人 

8   

9月 14日(水) 

3 9月 17日(土) 
高齢者のエンド・オブ・ 

ライフケア 

青梅慶友病院・ 

よみうりランド 

慶友病院  

看護介護開発室長

桑田美代子 

204 91% 

4 
9月 20日(火) 

9月 21日(水) 

院内研究発表入門 

―研究発表を効果的に 

行うために― 

新潟県立看護大学 

教授 橋本明浩 

助教 永吉雅人 

8   

5 10月 1日(土) 
フィジカルアセスメント 

講義・演習（呼吸器/循環器） 

はやつクリニック

内科呼吸器科 

院長 早津邦広 

新潟県立看護大学

准教授 原等子 

講師 山田正実 

55 80% 

6 10月 29日(土) 
フィジカルアセスメント 

講義・演習（消化器/運動器） 

新潟県立看護大学 

教授 中野正春 

准教授 原等子 

助教 飯田智恵 

39 74% 

参加者数計 415 88% 

 

表 2 年度別参加者数の推移 

年度 参加者数 

平成 22年度 264 

平成 23年度 415 
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Ⅴ．バーチャルカレッジ利用回数 

 本学からの利用を除いた利用回数の推移を示す．（図 1 月別 Login利用回数の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 月別 Login 利用回数の推移 

 

Ⅵ．部門員の構成 

 以下に部門員の職位と領域を示す．一部領域を除いて全領域にわたる． 

表 3 部門員の構成と職位 

領 域 職 位 氏 名 

基盤科学領域 

情報科学 

教授 橋本明浩 

地域生活看護学領域 

老年看護学 

准教授 原 等子 

地域生活看護学領域 

精神看護学 

准教授 田口玲子 

臨床看護学領域 

母性看護学 

講師 内宮律代 

臨床看護学領域 

成人看護学 

講師 山田正実 

臨床看護学領域 

成人看護学 

助教 飯田智恵 

地域生活看護学領域 

地域看護学 

助教 井上智代 

臨床看護学領域 

成人看護学 

助手 須藤陽子  
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資料 1－どこカレ通信 
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資料 2 －公開講座「患者の立場から見た医療者の言葉の使い方」案内 
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資料 3－公開講座「高齢者のエンド・オブ・ライフケア」案内 
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資料 4－ バーチャルカレッジ 

 

 


